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1 .研究の目的

1 . 1 研究の目的と背景

本学は、建学の精神に基づいて制定した基本理念、教育上の使命・目的等を具現化する

ため、 2008年より「新教育改革」をスタートし、アドミッションポリシ一、カリキュラム

ポリシーおよびディプロマポリシーを策定して、これらの体系的で総合的な実施を図って

きた。ディプロマポリシーについては「ディプロマ戦略室」を設けて、 3つの基本的な目標

を掲げ、その実現に向けて活動を展開してきた。なかでも、「卒業後の活動状況の評価とそ

の大学教育活動への反映j という呂標については、できるだけ広く卒業生調査を行い、収集

した情報を偏りなく評価・検証した結果を教育の場にフィードバックさせる必要がある。し

かし、その実施には困難を伴うことが多く、また、情報の分析に当たっては、客観的で教育

社会学的な分析手法によらなければならない。

本研究では、卒業直後から 10年目までの卒業生を対象にキャリア経験について実態調

査を行うとともに、回答者のキャリアを通して振り返ってみた在学時の教育・学修経験に対

する評価を分析する。その上で、新教育改革の成果の検証を行って、今後の教育フ。ログラム

の改善を図ることを第一義の目的とする。同時に、このような中長期の視点に立脚した大学

教育のアウトカムズ評価の方法等は、今後の本学の IR（インスティチューショナノレ・リサ

ーチ）設計に資するものと考えている。

1 . 2 研究の経緯と研究方法

本研究で用いた卒業生調査は、吉本圭一（九州大学人間環境学研究院・教授）主宰の「九

州大学高等教育と学位・資格研究会j によって開発された、大学・短大・専門学校を対象と

する共通の枠組みによる調査に、参加教育機関のーっとして加わることにより実現したもの

である。本調査は 2つの科研プロジェクト（JSPS科研費 25245077、23330246）の主導に

より、ウェブシステムを利用したアンケート方式によって実施された。本学に関する調査で

は、「人文・ビジネス分野」の文系 3学部に焦点を当てている。なお、卒業生調査全体の分

析結果は、吉本編（2016）において刊行されている。
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本稿では、大学在学中の学修体験と社会でのキャリア体験とに大別して分析を行う。在学

中の体験では、大学が提供する教育フ。ログラム（カリキュラム）、学習環境や各種サポート、

および回答者自身の取り組み（エンゲージメント）がどのようであったかを調査する。次に、

本学の卒業生の就職の状況や職場環境について調査し、仕事上必要とされる知識・技能・態

度など（コンビテンシー）の必要度の認識と、現在の獲得水準を分析することで在学中の学

修の効果を計る。両者の分析結果より、アウトカムズ評価の重要な指標のーっともいえる

「本学に対する総合的満足度」に寄与する要因を明らかにする。この評価を本学の教育の場

にフィードバックすることにより真の教育改善につながることが期待される。

1 . 3 調査の概要

調査対象 経営情報学部、国際関係学部、人文学部の卒後 1年、 5年、 10年の学士卒

業生 1,947名（有効郵送数）

調査方法

調査期間

回答者数

調査項目

ウェブを利用したアンケートによる実態調査

2013年 12月～2014年 7月

241名（有効回答者数、回収率 12.4%)

A.出身学科・専攻と回答者自身、 B.在学時の学習・学校生活、 C.卒業後

の職業経歴、 D.卒業後の学習経験、 E.大学などで獲得した能力の活用、

R 入学前の生活や家族、 G.本学に対する満足度、 H.教育改善についての

意見（自由記述）

1. 4 回答者の属性

回答者の卒業年数については、「卒後 3年まで」「卒後4-6年」「卒後 7・10年」の 3つの

カテゴリーに分類して示すことにする。卒業 3年までが 40%を占め、次いで、 4・6年が 36%、

7・10年が 24%であった。男女別では男性 63%、女性 37%の割合であった（表 1）。

学部別に見ると、経営情報学部では回答者の卒業年数の構成はほぼ均等で、あるが、国際関

係学部では卒業 4・6年が多く、人文学部では卒業 3年までが最多となっている。また、人文

学部と国際関係学部では女性の割合が4割を超えているが、経営情報学部では女性の割合は

2割に満たなかった。
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表1 学部別卒業年数および男女構成

卒業年数

卒業 3年まで 卒業 4・6年 卒業 7・10年 合計 n 

学部 経営情報学 35.7% 32.9% 31.4% 100.0% 70 

国際関係学 34.8% 37.0% 28.3% 100.0% 46 

人文学部 45.0% 36.7% 18.3% 100.0% 109 

合計 40.0% 35.6% 24.4% 100.0% 225 

男女別

男性 女性 合計 n 

学部 経営情報学 81.4% 18.6% 100.0% 70 

国際関係学 57.4% 42.6% 100.0% 47 

人文学部 52.7% 47.3% 100.0% 110 

合計 62.6% 37.4% 100.0% 227 

2. 在学時の学修状況

2. 1 教育プログラムの充実度と学生の取り組み

在学中、大学が提供する教育フ。ログラムや学習環境について、学生達はどのように受け止め

ているのであろうか。在学中の教育フ。ログラムの充実度を問う回答を表 2に示す。

表2 教育プログラムの充実度（卒業年数別）

図書 就職支

館、情 援（就

報機
知識を 専門の 卒業論 研究 大学で 部活や

職活動

器、実 につい

習器具
広げ教 授業 文、卒 室・ゼ の学習 サーク

ての相

などの
養を身 （講義 業制 ミでの 方法を ル、学

談・支

施設設
に付け や演 作、卒 授業や 学ぶ授 校の行

援の体
る授業 習） 業発表 活動 業 事

卒業年数 牢業3年まで 3.94 3.86 3.84 3.94 3.67 3.41 3.39 3.39 

卒業 4・6年 3.92 3.60 3.69 3.69 3.85 3.27 3.25 3.33 

卒業 7・10 3.91 4.06 3.79 3.48 3.48 3.30 3.30 3.18 

ぷロ〉、三ロキI 平均値 3.92 3.82 3.77 3.73 3.69 3.33 3.32 3.32 

標準偏差 0.969 0.843 0.903 0.987 1.026 0.983 1.227 1.019 

学習支 インタ
援（学 ーンシ
習の仕 高校ま ップな
方や理 での基 海外研 ど仕事

外国語 解度に 礎学力 修や留 資格取 現場や

を習得 ついて を学び 学のた 得に関 地域で

するた の相 直す授 めの機 わる準 の実習 生活に

めの授 談・支 業や指 会や指 備・指 や就業 ついて

業 援の体 導 導 導 経験 の相談 n 

卒業年数 卒業3年まで 3.10 3.18 3.18 3.08 3.12 2.84 2.69 49 

卒業 4・6年 3.13 3.08 3.08 3.02 2.94 2.88 2.69 48 

卒業 7・10 3.64 2.91 2.88 2.82 2.82 2.52 2.64 33 

合計 平均値 3.25 3.08 3.07 2.99 2.98 2.77 2.68 130 

標準偏差 1.107 1.218 0.958 0.885 1.023 1.031 0.837 
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平均値の高い順に、「図書館、情報機器、実習器具などの施設設備J(3.92）、「知識を広げ教

養を身に付ける授業J(3.82）、「専門の授業」（3.77）、「卒業論文、卒業制作、卒業発表J(3. 73) 

と並ぶ。本学の良好な教育・学習環境のハードウェアが評価された形だが、その後は正規のカ

リキュラムの項目が続いている。「資格取得に関わる準備・指導」「インターンシップなど仕事

現場や地域での実習や就業経験」や「生活についての相談」については、充実度の平均値は低

かった。調査対象学部には資格系が含まれていないので「資格取得」の項目が低く出たものと

考えられる。全般に、表中の多くの項目で卒業3年までの層の平均値が最も高いことが示され、

彼らの本学の教育フ。ログラムの充実度に対する評価が高いことがわかる。

では、学生自身は在学中にどのような学習活動に熱心に取り組んだと回答しているのであろ

うか。取り組みの熱心度（エンゲージメント）を問う回答で、平均値の高かった項目は「卒業論

文J(3.87）で、「知識・教養の授業」（3.85）、「専門の授業」（3.80）、「研究室・ゼミ活動」（3.71)

と正規のカリキュラム項目が続く（表 3）。時に、授業よりアルバイトの方が熱心と評される昨

今の大学生であるが、実際には授業の方が優先されていたと言える。 fインターンシップJや

「海外研修」は熱心に取り組んだとする者の割合は少なかった。全般的に、多くの項目で卒業

3年までの層が最も平均値が高かった。

表3 学習活動への取り組み（熱心度）（卒業年数別）

大学で

知識を の学習

卒業論 広げ教 専門の 研究室・ 方法を

文・卒業 養を身 授業（講 ゼミでの 学ぶ授

制作・卒 にイ寸ける 義や演 授業や アノレパイ 就職活 業や指 友だちと

業発表 授業 習） 活動 ト 動 導 の交流

卒業年 卒業3年まで 4.07 3.95 3.98 3.78 3.49 3.57 3.52 3.11 

卒業 4・6年 3.77 3.77 3.71 3.77 3.75 3.59 3.29 3.12 

卒業 7’10 3.67 3.80 3.62 3.49 3.22 3.20 3.09 2.78 

合計 平均値 3.87 3.85 3.80 3.71 3.53 3.49 3.34 3.04 

標準偏差 1.079 0.947 1.025 1.103 1.476 1.283 1.194 1.705 

インター

高校ま ンシップ

での基 など、仕

礎学力 事現場

外国語 授業外 部活や を学び や地域

を習得 での教 サークノレ 直す授 での実

するため 員との交 活動、学 業や指 資格取 習や就 海外研

の授業 流 校行事 導 f尋 業経験 修・留学
n 

卒業年 卒業3年まで 3.01 2.95 2.77 2.65 2.73 2.23 1.28 81 

卒業会6年 2.84 2.75 2.55 2.51 2.34 1.79 1.75 73 

卒業 7・10 2.91 2.47 2.29 2.24 2.36 1.78 1.40 45 

合計 平均値 2.92 2.77 2.58 2.51 2.50 1.97 1.48 199 

標準偏差 1.378 1.530 1.804 1.263 1.617 1.845 2.010 
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ここで、在学中の成績を 5段階で自己申告してもらったが、平均値は 3.70（標準偏差 1.015、

n==212） となり、おおむね良好で、あった。成績が上位の者ほど教育・学習活動に熱心に取り組

んだであろうことが想定されるので、熱心度について在学中の成績との関係を見てみる。平均

値の高い項目ほど成績上位者の熱心度が高くなっており、関連性がうかがえる（表4）。

表4 学習活動への取り組み（熱心度）と在学中の成績（相関係数）

在学中の成績 有意確率
(Pearsonの

相関係数）

専門の授業（講義や演習） .411** .000 

卒業論文・卒業制作・卒業発表 .381帥 .000 

大学での学習方法を学ぶ授業や指導 .343** .000 

知識を広げ教養を身に付ける授業 .339** .000 

高校までの基礎学力を学び直す授業や指導 .259** .000 

資格取得 .258** .000 

就職活動 .230** .000 

（途中省略）

部活やサークル活動、学校行事 ・.096 .134 

付．相関係数は 1%水準で有意（両側）です。 (n=200) 

「専門の授業Jと成績の相関係数は 0.411(1%水準で有意）で、”ほぼ相闘がある”と認めら

れる。「部活・サークノレ活動」では成績上位者と下位者で熱心度が逆転しており、有意性も乏し

かった（相関係数－0.096、有意確率 0.134）。

2. 2 授業の内容・手法と新教育改革の効用

授業の内容・手法の頻度を問う回答の合計の平均値を図 1に示す。図を見ると、「小テスト

やレポートなどの課題が出される授業」（平均値 3.83、標準偏差 0.940、n==201）が最も高く、

「学問的な理論や概念枠組みの授業」「経験的・実務的な知識の授業」が続いている。

「学生の関心や理解度に配慮した授業J「自分の意見や考えが求められる授業j「グループ。ワ

ークなど学生が参加する授業」「適切なコメントが付されて課題などの提出物が返却される授

業」「フ。ロジェクト型・問題解決型学習」「フィールドワークや地域など学外と交流する授業」

の各項目は、平均値自体は高くはなかったものの、卒業年数別に見ると、卒業年数の若い世代

ほどその数値が明確に増加していることが見て取れる。

これらは、学生と教員との双方向のコミュニケーションが求められる授業で、あったり、学生

の自主的学習を促したり、体験を伴う型の学習であり、卒業年数の若い層で授業の内容・手法

に明らかな変化、つまり、明らかな改善が認められる。
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図1 授業の内容と卒業年数（平均値）
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本学では「新教育改革」の一環として新たな教育課程「全学共通教育」を構築し、 2010年

から全学体制で実施に移した。これは「初年次教育j 「キャリア教育」などに重点を置いてお

り、少人数教育とグループ。ワーク等を通じて、学生の主体的な学びを促すことを目指したカリ

キュラム改革と言える。今回の調査対象で最も卒業年数の若い層は 2009年 4月入学となって

おり、この「初年次教育Jの直接の恩恵、は受けていなかった。しかし、それ以前に各学部・学

科ごとにカリキュラム改革は進められており、「魅力ある授業づくり」を掲げた FD活動など

による教員の授業に対する意識改革と相まって、その効果は卒業年数の若い層ほど顕在化する

ことが期待でき、実際、図のどの項目についても卒業 3年までが最も高い平均値を示した。

2. 3 本学に対する満足度と学生の学習活動

「総合的に振り返ってみて、本学に対する満足度はどうでしたか」との質問に対する 5段階

の回答を図 2に示す。全体では「5.とても満足」と「4.Jを合わせた割合は卒業年数の若い層

で高くなっている。総合的満足度の全体での平均値を算出すると 3.71（標準偏差 0.910、n=140)

となり、回答者の多くは本学における教育・学習・環境に満足していることが示された。
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図2 本学に対する総合的満足度（卒業年数別）
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本学に対する総合的満足度と学生の学習活動との関係を見て行こう（表 5）。成績との関係

では、有意性も低く、満足度との相関がまったく見られない結果となった（相関係数 0.043、

有意確率 0.505）。成績のよい学生の中には満足度が低い者も少なからず存在していることが考

えられ、これらの学生達の満足度をし、かに獲得してゆくかがこれからの課題であろう。

学生の教育フ。ログラムへの取り組みの熱心度と総合的満足度の相関を見ると、「研究室・ゼ

ミでの授業や活動Jを熱心に取り組んだとする者の相関係数が 0.555(1%水準で、有意）と最も

高く、続いて「知識を広げ教養を身に付ける授業J「授業外での教員との交流J「大学での学習

方法を学ぶ授業」「専門の授業」の順となっている。これらの項目は満足度と”ほぼ相関がある”

ことがわかった。これらの結果から、本学に対する満足度が高い回答者ほど、ゼ、ミ活動などで

教員との接触が多かったことが示唆される。

大学での教育プログラムの充実度と総合的満足度との相関をみてみると、「専門の授業」が

最も相関係数が高く（0.571、1%水準で、有意）、「研究室・ゼミ活動j「卒業論文J「外国語授業」

「知識・教養の授業」「大学での学習方法を学ぶ授業」と続き、いずれも”ほぼ相関がある”こと

が認められた。しかし、「図書館などの施設設備jの充実度と満足度との相関はほとんど認めら

れなかった（相関係数 0.182）。この項目は平均値では最も高かったが、それとは対照的な結果

となった。

授業内容・手法の頻度と満足度の相関では、「学問的理論・概念枠組みの授業」（相関係数 0.439、

1%水準で、有意）、「学生の関心や理解度に配慮した授業」の項目が”ほぼ相関がある”結果となっ

た。しかし、「小テストやレポートなどの課題が出される授業」との相関係数は最も低かった

(0.136）。この項目は平均値では最も高かったが、それとはまったく逆の順位となった。学生

諸君の理解度を高めるべく手間をかけた指導ではあるが、残念ながら満足度にはつながってい

ない。
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表5 本学に対する満足度と在学中の学習活動の関係（相関係数）

在学中の成績 n 

総合的に振り返って

本学に対する満足度
Pearsonの相関係数

有意確率（両側）

.043 

.505 142 

インタ

ーンシ
ッフ。な

大学で ど、仕

研究 知識を の学習 専門の 卒業論 事現場

室・ゼミ 広げ教 授業外 方法を 授業 文・卒 や地域

での授 養を身 での教 学ぶ授 （講義 業制 での実

取り組みの熱,t，，度
業や活 に付け 員との 業や指 や演 作・卒 （途中 習や就

動 る授業 交流 導 習） 業発表 省略） 業経験
n 

Pearsonの相関係数 .555** .417** .414** .412** .409** .382** 0.111 

有意確率（両側） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.085 137 

図欝患

専門の 研究 卒業論 外国語 知識を 大学で ’博融幾

授業 室・ゼミ 文、卒 を習得 広げ教 の学習 掠実習
教育プログラムの充実 （講義 での授 業制 するた 養を身 方法を 著書寺など

度
や演 業や活 作、卒 めの授 にイ寸け 学ぶ授 （途中 の施設

習） 動 業発表 業 る授業 業 省略） 調庸
n 

Pearsonの相関係数 .571** .541 ** .521** .515帥 .469帥 .421 ** .182* 

有意確率（両側） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.000 0.004 107 

適切な

コメント

が付さ 小テス

学生の 自分の れて課 グルー トやレ

学問的 関心や 意見や 経験 題など プワー ポート

な理論 理解度 考えが 的・実 の提出 クなど などの

や概念 に配慮、 求めら 務的な 物が返 学生が 課題が

授業内容・手法
枠組み した授 れる授 知識の 却され 参加す （途中 出され

の授業 業 業 授業 る授業 る授業 省略） る授業
n 

Pearsonの相関係数 .439** .416** .338** .293付 .275州 .261 ** 0.136 

有意確率（両側） 0.000 0.000 0.000 0.000 0.001 0.000 0.034 138 

付．相関係数は 1%水準で有意（両側）です。

＊．相関係数は 5%水準で、有意（両個IJ）です。

3. 卒業後の職業経歴

3. 1 卒業後の進路と初職・現職・転職

卒業直後（卒業6ヶ月以内）の進路については、全体の 83%が就職し、進学したものは 5%

であった （n=206）。就職した割合は女性の方が男性より高いが、進学した割合は男性の方が高

かった。

初職、現職ともに、正規雇用の割合が 8割以上と高く、非正規雇用は 1割未満であった（初

職 n=194、昇級、n=159）。初職、現職ともに、業種では卸売・小売業が、職種では営業の職業

が最多であった。なお、女性の職種では一般事務が最多であった。（図表省略）
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初職および現職と大学での専攻分野との関連をみると、いずれも約 8害1Jが関連分野でないと

回答している（表 6）。

表6 初職および現職と専攻との関連

現職（直近1年以内を含む）は最終

初職は本学で専攻した分野と関連が 学歴で専攻した分野と関連がありま

ありますか すか

関連分野である 関連分野でない 合計 n 関連分野である 関連分野でない 合計 n 

21.0% 79.0% 100.0% 195 19.5% 80.5% 100.0% 174 

現在まで初職を続けている者の割合は全体の平均では 58%であるが、卒業 3年までは 85%

であったものが、卒業 7・10年では 23%にまで顕著に低下しており、転職者が多いという咋今

の状況を映し出している（表 7）。

初職を辞めた理由の第ーはステップアップのためであり（27%）、キャリアの上昇志向が認

められる（表 8）。

表7 初職の継続と卒業年数

初職を現在も続けていますか

初職を続けている 初職は辞めている 合計 n 

卒業年数 卒業 3年まで 85.1% 14.9% 100.0% 74 

卒業 4-6年 52.1% 47.9% 100.0% 71 

卒業 7-10年 22.9% 77.1% 100.0% 48 

合計 57.5% 42.5% 100.0% 193 

表8 初職を辞めた理由

仕事に

やりが 職場の

労働条 いを感 専門と 人間関 出産・

ステップ。 件に不 じられな 解雇・ 合って 係に問 育児・
合計

アップ 満 ¥,,¥ 倒産 結婚 いない 題 介護 その他
n 

% 27.2 16.0 9.9 8.6 6.2 3.7 3.7 3.7 21.0 100.0 81 

3. 2 現職の満足度と大学教育に対する満足度

現職に対する総合的満足度を 5段階で答えてもらった（表 9）。

表9 現職の満足度

全体 工1 初職を続けている 初職は辞めている n 

平均値 3.45 3.52 3.50 

標準偏差 1.107 1.026 1.220 

% 100.0% 177 64.2% 35.8% 134 
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現職の満足度を平均値で表すと 3.45（標準偏差 1.107）となり、良好な値を示したが、本学

に対する満足度の数値 3.71と比較すると若干低かった。また、初職を継続している者と転職

した者とで現職の満足度に違いはなかった。

現職についてあてはまる項目を答えてもらうと、「社会に役立つ機会がある」が最も平均値

が高く（3.84）、「仕事をする上での自律性が尊重されているj 「職場の雰囲気がよい」「新たな

ことを学ぶ機会、能力開発の機会があるJと続いており、比較的恵まれた職場環境がうかがわ

れる（表 10）。しかし、「本学で得た知識・技能が活用できているJとする者の平均値は 2.51

と全項目中最も低かった。

表10 現職の状況

新たなこ 男女差別 本学で得
仕事をす 職場の雰 とを学ぶ のない処 自分の適 収入や福 た知識・

社会に役 る上での 囲気のよ 機会（能 遇がなさ 性を活か 利厚生の 技能の活
立つ機会 自律性 さ 力開発） れている す機会 整備 用

n 

平均値 3.84 3.76 3.72 3.70 3.68 3.51 3.34 2.51 176 

標準偏差 1.075 1.070 1.094 1.202 1.133 1.036 1.194 1.331 

表 11 初職圃現職と専攻の関連と本学に対する総合的満足度

初職と専攻分野との関連
満足度

標準偏差
平均値

n 

関連分野である 4.00 .845 29 

関連分野でない 3.64 .952 99 

合計 3.72 .939 128 

現職（直近1年以内を含む）と専 満足度
標準偏差攻分野との関連 平均値

n 

関連分野である 4.04 .793 28 

関連分野でない 3.66 .938 87 

合計 3.75 .916 115 

次に、職業キャリアの状況と本学に対する総合的満足度との関連性について見てみよう。

初職、現職とも、専攻分野と関連があると答えた者の割合は 20%台にすぎなかったが、彼ら

の本学に対する満足度は高かった（平均値 4.00と 4.04) （表 11）。このことは、大学在学中

に、あるいは大学入学前から、望みの仕事に繋がる分野を選択し、学習経験を積むことの重要

性を示唆している。

次に、現職の状況と現職の満足度ならびに本学に対する満足度との相関係数を取ってみるこ

とにする（表 12）。現職の満足度と最も相関が認められた項目は「職場の雰囲気のよさJ（相

関係数 0.515、1%水準で有意）であり、「収入や福利厚生の整備J「自分の適性を活かす機会J

が続く。この 3項目は現職の満足度と”ほぼ相関がある”結果となっており、現実の職場環境の

つムワム



良好なことが満足度につながっていることが示唆される。

表12 現職の状況と現職の満足度および本学に対する総合的満足度（相関係数）

総合的に振り返って本学

現職の満足度 有意確率 に対する満足度 有意確率

(Pearsonの相関係数） （両側） (Pearsonの相関係数） （両側）

職場の雰囲気のよさ .515帥 0.000 .305** 0.000 

収入や福利厚生の整備 .472** 0.000 .287帥 0.000 

自分の適性を活かす機会 .464** 0.000 .241** 0.000 

仕事をする上での自律性 .380** 0.000 .342** 0.000 

新たなことを学ぶ機会（能力開発） .362** 0.000 .337** 0.000 

社会に役立つ機会 .347** 0.000 .285** 0.000 

男女差別のない処遇がなされている .325** 0.000 .283** 0.000 

本学で得た知識・技能の活用 .302帥 0.000 .419帥 0.000 

現職の満足度 .237** 0.000 

付．相関係数は 1%水準で、有意（両側）です。 (n=176) (n=llB) 

他方、現職の状況と本学に対する満足度との関連性を見ると、「本学で得た知識・技能が活

用できている」とする者ほど本学に対する満足度が高く（相関係数 0.419、1%水準で有意）、”

ほぼ相関がある”結果となった（表 12 右側）。この項目は、平均値（表 10）ならびに現職の

満足度との相関係数（表 12 左側）では逆に最も低い値を示していた。このことから、現職の

満足度と本学に対する総合的満足度との聞にはあまり相関がないことが推測され、実際に両者

間の相関係数を求めてみると 0.237(1%水準で有意）と低い値にとどまり、”弱し、相関がある”

と”ほとんど相関がない”の境界に近い値となった。

現職はいわば厳しい現実と対峠する場であるのに対し、大学は一種のモラトリアムであると

言ってよく、同じ満足度でも両者に違いがあることは首肯できる。職業キャリアという一種の

フィルタを通して振り返って見たとき、大学に対する満足度はその”色”（現職の満足度）が反

映した結果ではないかとの懸念があるのは当然といえる。しかし、この分析からわかるように、

それぞれの満足度に関連する因子が大きく相違しており、単純に、現職に満足していれば、即

ち大学に対する満足度も高い（あるいは逆もまた真）とは限らないものと推量される。

4.職業的な能力の獲得と活用

吉本編（2016）は、「コンピテンシーjとは、職業等の場面において高いパフォーマンスを導く

諸能力の総体、あるいは諸能力を操作して高いパフォーマンスを導くものであり、職業生活に

必要なもので、あって、大学教育フ。ログラムの質保証の重要な指標と位置づけて検討してきてい

る。コンピテンシーは 6つのカテゴリーに分類されるが、本学における調査においては「人文・

ビジネスJ分野で必要と考えられる具体的な 16項目を選定した。これらについて、仕事での

丹、
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必要性と回答者自身が獲得していると考える水準（獲得水準）について 5段階で答えてもらっ

た。図 3に各コンピテンシーの現在の仕事における必要性と、現在までの獲得水準の回答の平

均値をグラフで示した。

コンビテンシーの仕事での必要性と現在の獲得水準（平均値、 n=9l方図3

明蜘醐仕事での必要性

臨機関現在の獲得水準
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「優先JI頂現在の仕事におけるコンビテンシーの必要性については、平均値の高い項目から、

「組織における自

分の役割を認識し、チームに貢献できる能力」（3.99）、「取引先や顧客などに対するコミュニケ

ーション能力J(3.92）、「新しい知識・技術に対して自分で調べ、継続的に学び続ける力J(3.73) 

位をつけて仕事を段取りする能力J（平均値 4.21、標準偏差 1.011、n=90）、

「基礎的・社会的な技能」カテゴリーのコンピテンシーであっこれらはいずれもの順に並ぶ。

た。

「新しい知識・技術に対しそれらのコンピテンシーの現在までの獲得水準を問う回答では、

「優先順位を

つけて仕事を段取りする能力J(3.50）、「PCを活用する能力J(3.41）、「組織における自分の役

割を認識し、チームに貢献できる能力」（3.40）などの職業に直接関わる能力の獲得水準が高か

A斗
A

η
／“
 

て自分で調べ、継続的に学び続ける力」（平均値 3.57、標準偏差 1.017、n=9l方、



った。

このように、コンピテンシーの現在までの獲得水準と仕事上での必要性の間にはギャップが

みられる。特に「優先順位をつけて仕事を段取りする能力j 「組織における自分の役割を認識

し、チームに貢献できる能力」「取引先や顧客などに対するコミュニケーション能力」「担当業

務の課題を発見し、解決策を提案する能力」「プレッシャーの中で活躍する力J「新たなアイデ

ィアや解決策を見つけ出すカ」などの項目で、獲得水準が必要性を下回っている（15ポイント以

上）。これらは大学のカリキュラムで身に付けることが容易ではないものばかりと考えられる

が、カリキュラム・マップを実情に即してさらに練り上げる必要があろう。

必要性と獲得水準の差が小さかった（10ポイント未満）項目は、「新しい知識・技術に対し

て自分で調べ、継続的に学び続ける力」「PCを活用する能力」「論理的に物事を考える力」「経

営や情報技術に関する基礎的な知識」「外国語で書いたり話したりする技能」で、必要性がほぼ

満たされていることを示している。なお、「外国語の技能」は必要性自体の数値が全項目中最も

低く、仕事上でほとんど必要とされていないことがわかる。

逆に、「高卒程度の基礎的な知識」「高卒までの教科・科目に関する知識」「多文化、異文化

を理解し、業務を遂行する能力」「学際的な知識や考え方」の項目は必要性が獲得水準を下回っ

ているとともに、必要性自体の数値も低かった。

次に、本学に対する総合的な満足度と、現在までに獲得したコンピテンシーの獲得水準との

関連性を相関係数で見てみる（表 13）。

表13 総合的満足度とコンビテンシーの獲得水準・獲得時期 （n=12乃

新しし、
知識
や技
術に 能力を
対して 身に
自分 新たな 付けた 能力を 能力を

コンピテンシーの現 で調 アイデ 外国 割合・ 身に 身に

在までの獲得水準 べ、継 知識を 論理 ィアや 語で フ。レッ 家庭 付けた イ寸けた

対 続的 横断 的に 解決 書いた シャー や小 割合・ 割合・

総合的に振り返って に学 的に 物事を 策を見 り話し の中で 中高 在学 卒業

本学に対する満足 び続け 活用 考える っけ出 たりす 活躍 （以下 校まで 中に 後に
度 る力 する力 力 す力 る技能 する力 省略） に（%） （%） （%） 

Pearsonの相関系数 .401** .368** .339** .295** .274** .272** ・.207** .446** -.139 

有意確率（両佃D .000 .000 .000 .000 .000 .000 .001 .000 .031 

＊＊．相関係数は 1%水準で有意（両側）です。

相関係数が高かった項目は、「新しい知識・技術に対して自分で調べ、継続的に学び続ける

力」（相関係数 0.401、1%水準で有意）で、”ほぼ相闘がある”の下限であった。それ以降の数項

目は、”号5Jし沖目関”が認められるに過ぎなかった。

いろいろな能力を身につけた時期・割合と本学に対する満足度との関連性を見ると、「在学

戸、υっ“



中に身に付けたjとする割合と総合的満足度が相関を示した（相関係数 0.446,1%水準で有意、”

ほぼ相関がある”）。

これらの分析から、次のようにまとめることができょう。仕事での必要性が比較的高く、そ

れをほぼ満たす水準のコンビテンシー（本調査では「新しい知識・技術に対して自分で調べ、

継続的に学び続ける力」）を有しており、かつ、それらが在学中に獲得されたものであると認識

している回答者ほど、本学に対する満足度が高かった。

5.おわりに

卒業生が、大学が提供したカリキュラムや教育環境と自身の学習活動への取り組みを、職業

体験というフィルタを通して振り返ってみたとき、どのような評価を下すのかを知ることは今

後の教育改善にとって重要であると考えられる。

今回、回答者が様々な職業経験を経てもなお、本学に対して十分に高い総合的満足度を示し

ていることがわかったことは収穫であった。本学在学中の教育プログラムの充実度、取り組み

の熱心度、授業内容・手法、および本学に対する総合的満足度などの項目に対して、全体的に、

卒業 3年までの若い層で回答の平均値が高い傾向がはっきりと認められ、本学で、行ってきた新

教育改革の効果が感じられる結果となった。教育改善の成果をロングレンジで評価するために

は、本研究で取り上げたような卒業生調査が恒常的に実施されることが求められる。

職業キャリアをみると、初職・現職ともに大学での専攻分野と関連があると答えた者の本学

に対する満足度が高いことがわかった。また、初職は辞めている者の割合が卒業年数を経るご

とに顕著に増加していることが認められたが、全体としては、現職については比較的良好な職

場環境がうかがえ、現職に対する満足度は概ね高かった。しかし、現職に対する満足度がすな

わち本学に対する満足度に直結するというわけではなく、仕事で必要とされるコンビテンシー

の内で、在学中に獲得したものを現職で活用できていると認識している者ほど、本学に対する

満足度が高いということがわかった。
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